
地球研プロジェクト
「日本列島における人間－自然相互関係の歴史的・文化的検討」（列島プロ）
班　（発表タイトル）
リーダー：                   （所属，専門分野）

キーワード：　（5つ程度）

1．研究目的と内容

1－1 研究目的とプロジェクト終了までに期待できる特に大きな成果
1－2 研究体制　　　氏名（所属）：専門分野，バックグラウンド，担当項目など（補助的に参加する方（例えば大学院生等）には，☆印をつけてください）
1－3 研究の内容と方法（重点対象とする地域，具体的方法など）

2．最終的な成果（年度末までの見込みを含む）
【地域班】

2－1　「賢明な利用」とは何なのか．その破綻を分かつ条件はなにか（研究例を整理したうえで，どのような条件下で生物資源の持続的な利用と資源管理が実現し，どのような要因がそれを破綻させるのかを考察してください）
2－2　持続可能な資源利用における伝統的知恵（Traditional Ecological Knowledge，伝統的生態知識、民俗知などを含む）と科学的知識（Scientific Ecological Knowledge）の役割を具体的な例を挙げて比較してください．
2－3　持続可能な資源利用における「重層する環境ガバナンス」の役割について，事例を元に考察してください．
2－4　未来に向けて生物多様性を維持し、資源を持続的に利用するための「過去からの教訓」を挙げてください．
2－5　プロジェクトで行われたさまざまな研究成果
2－6　そのほかの研究成果（5年分の個別の研究成果とその概要を列記してください）
例：辻野亮・石丸恵利子・湯本貴和．3つのデータベースから見た中大型哺乳類の分布変遷．概要（100字以内）：貝塚データベース・産物帳データベース・環境省センサスデータベースの3つのデータベースを用いて，縄文時代と江戸時代中期・現代における中大型哺乳類の分布パタンを描き，その変化した歴史的な要因を考察した． 発表予定：Mammal Study誌に発表済み．

2－7　今年度の研究成果の発信（刊行物，学会・シンポジウム発表，地域での成果報告会，新聞掲載，TV・ラジオ出演など）．分野を超えての取り組みなど，注目すべきものには概説を加えてください．
書籍
例：辻野亮・片山雅男・藤田昇（2008）ハリミズゴケの復活．（深泥池七人会編集部会編）深泥池の自然と暮らし―生態系管理をめざして―，pp. 165．サンライズ出版，滋賀県彦根市，247p．
学術論文

例：Tsujino R, Ishimaru E, Yumoto T (2010) Distribution patterns of five mammals in the Jomon period, middle Edo period, and the present, in the Japanese Archipelago. Mammal Study 35: 179-189. 査読あり．2010年9月
紀要・報告書など

例：辻野亮（2010）長野県秋山地域に生息する中大型哺乳類相．（総合地球環境学研究所プロジェクト「日本列島における人間―自然相互関係の歴史的・文化的検討」中部班編）総合地球環境学研究所プロジェクト・秋山報告会報告書秋山の自然と人間―その歴史と文化を考える3―，pp. 14-23．
その他の刊行物
例： 
学会発表
例：辻野亮（地球研）．長野県秋山地域における中大型哺乳類の分布．2009年度日本哺乳類学会大会．（2009年11月，台湾国，台北，国立台湾大学．ポスター発表）
シンポジウム・企画講演会・地域での報告会など

例：辻野亮・湯本貴和（地球研）．保全・再生（生態系サービス）分科会．第2回日本生物多様性観測ネットワーク（J-BON：Japanese Biodiversity Observation Network）ワークショップ．（2010年6月6日，東京都，東京大学駒場キャンパス．口頭発表）．

例：辻野亮（地球研）．人が森を利用すると森の生き物はどうなるの？～長野県秋山地域での動植物調査結果から～．秋山の自然と人間～その歴史と文化を考える4～．（2010年3月7日，長野県下水内郡栄村，とねんぼ，口頭発表）． 
新聞掲載など

例：辻野亮（地球研）．「いきもの論壇COP10 NAGOYA」ランの変化，見守ろう．中日新聞（2010年9月17日掲載）．
TV・ラジオ出演など

例：湯本貴和（地球研）．テレビ朝日「近未来創造サイエンス『奇跡の地球物語』」，「屋久島～世界自然遺産の意味～」（2010年6月20日18:30～19:00）．
3．今後の活動

3－1　今後の取り組みの予定と研究活動の広がり
3－2　研究遂行上の問題点と解決策
3－2　プロジェクト終了後の２年間で到達しうる成果
4．未来への可能性
4－1　人と自然の相互作用環（個別成果の中で，人と自然の営みが相互に作用して変化し続けてきた例を挙げてください）
4－2　生物資源利用の伝統的知恵や科学的知識をどのように統合して理解し，それを将来の人と自然のよりよいかかわり方に生かしてゆくことができるでしょうか． 

4－3　統合化・一般化（個別成果をプロジェクト全体に統合するために概念化・普遍化するアイデアについて記入してください）
4－4　上記１～３を踏まえて，人と自然のよりよい未来を設計するにはどのようなあり方があるでしょうか．
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